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令和8年度

弘前大学入学式次第

日 時 令和8年4月3日（金）

会 場 弘前市民会館

【第1部】12:30～ 人文社会科学部・教育学部・農学生命科学部

【第2部】14:30～ 医学部・理工学部

一 、 開 式 の 辞

一 、 来 賓 紹 介

一 、 役員及び部局長紹介

一 、 入 学 許 可

一 、 学 長 告 辞

一 、 学 生 宣 誓

一 、 閉 式 の 辞



新入生の皆さん、ご入学誠におめでとうございます。また、これま

で皆さんを温かく支え、励ましてこられたご家族や関係者の皆さまに

も、心よりお祝いを申し上げます。

本日から、皆さんは弘前大学の一員として新たな一歩を踏み出しま

す。未知の学問や多様な価値観との出会いは、ときに戸惑いを伴うか

もしれません。しかし、その一つ一つが皆さんを大きく成長させます。

皆さんの夢や志の実現に向けて、教職員一同、全力で支えてまいりま

す。

大学生活を実りあるものとする鍵は、主体的に学ぶ姿勢にあります。

専門分野の探究はもとより、部活動やサークル、ボランティア、アル

バイト、さらには国内外での学修など、学内外の多様な活動に積極的

に挑戦してください。幅広い経験が視野を広げ、将来の可能性を確か

なものにします。

皆さんがこれから学び、暮らす街となる弘前の地は、歴史と文化が

息づく城下町であり、豊かな自然と学術の伝統に恵まれています。四

季の移ろいとともに、多彩な行事や祭りが皆さんを存分に楽しませて

くれます。この地の風土に触れながら、また人との出会いを大切にし

ながら、充実した学生生活が築かれるよう、心より願っています。

入学生へのメッセージ

弘前大学長 福 田 眞 作

学長メッセージ



人文社会科学部長 羽 渕 一 代

教育学部長 長 南 幸 安

医学部長 石 橋 恭 之

ご入学おめでとうございます。日本の大学生の4年間はアイデン

ティティ獲得の期間と重なります。自身で認識する「自分」と社会

が許容してくれる「自分」のすりあわせのライフステージです。科

学を追究すること、部活等で好きなことに没頭すること、おしゃべ

りすること等、アイデンティティは行為により獲得されるといいま

す。充実した大学生生活を祈念しております。

入学おめでとうございます。AIの発展は目覚ましく、10年後の社

会がどのように変化しているのか予測が困難です。これからはAIを

うまく使うこと、AIには出来ないことが求められる時代になります。

大学では、AIには困難な「創造力」「コミュニケーション」「柔軟

な判断力」を身に付け、いわゆる「人間力」を高めることができま

す。今日はそのスタートです。

ご入学おめでとうございます。1944年に青森医専として開校した

医学部は、東北で二番目に古い伝統ある学部です。また本学は J -

PEAKSに採択された研究大学の一つです。四季折々の豊かな自然溢

れるこの弘前の地で、皆さんの新しい生活が始まります。大学生と

して様々なものにチャレンジし、理想の医療人となるべく人間力を

磨いてください。心より期待しています。

学部長メッセージ
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理工学部長 金 本 俊 幾

農学生命科学部長 松 﨑 正 敏

ご入学おめでとうございます。理工学の世界へようこそ。新たな

学びの日々には、期待とともに戸惑いもあるかもしれません。周囲

の助言を大切にしながら、自らの発想を信じて挑戦を重ねてくださ

い。その経験の一つ一つが将来の礎となり、科学や技術の分野で社

会に貢献する力へと結実するはずです。志を胸に着実に歩み、充実

した学生生活を築かれることを願っています。

ようこそ、北のまほろば、弘前へ。新入生のみなさん、まずは夢

をみつけましょう。将来のなりたい自分をイメージしましょう。で

きるだけ、今の自分では辿り着けそうもないような理想の自分を夢

みてください。夢を持つことができたなら、もう成功したようなも

のです。その夢に向かって、突き進んでください。

われわれ農学生命科学部は、全力でみなさんをサポートします。



青森県の津軽地方を支配した大名「津軽氏」は、家紋として

「津軽牡丹」を用いていました。その弘前城下にある弘前

大学の徽章は「牡丹」の花をモチーフとしております。

弘前大学の徽章について

弘前大学の四季




